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海洋の熱波による生物多様性の損失 

 
 研究成果のポイント  

1. 国際共同研究により複数の熱波の影響を同一手法で評価し、その影響を定量化しました。 

2. 熱波はサンゴや海草、海藻などの海洋生物に負の影響をもたらし、社会経済や政策決定にも影響を及ぼ

すことを示しました。 

3. 太平洋、大西洋、インド洋は特に熱波に脆弱であることが明らかになりました。 

4. 気候変動が深刻化とともに熱波の頻発が予測され、海洋生物への影響は生態系を変化させ、生態系サ

ービスにも影響を及ぼすと予測されます。 

 

国立大学法人筑波大学 下田臨海実験センター ベンジャミン ハーベイ助教は、７カ国 19 組織が参加

する国際共同研究により、海洋における熱波が海の生態系に甚大な影響を及ぼすことを明らかにしました。

気候変動がこのまま進行し続けると、海洋生態系の激変が生じ、生態系サービスの低下が生じることが予

想されます。 
熱波は極端な高温状態が生じる現象で、陸上だけでなく海洋においてもしばしばみられます。近年、海洋

の熱波の頻度は上昇し続けており、1987～2016 年の期間は 1925～1954 年の期間と比較して、熱波の期

間が 54%増加したとされています。その一方で、熱波が海洋生態系の及ぼす影響は未だに明らかになって

いません。 
研究グループは、幅広い海洋環境で調査を行うため、多数の研究組織からなるチームで統一した手法を

用いて海洋の熱波の影響を評価しました。その結果、様々な海洋生物・生態系に対して熱波が負の影響を

もたらし、生態系の重要種であるサンゴや海草、海藻に対しても大きな影響があることを見出しました。ま

た、海域ごとの比較においては、太平洋、大西洋、インド洋の生態系がより海洋の熱波に対して脆弱である

ことが明らかとなりました。これは、この海域に多様な生物種が生息していること、水温による分布制限を受

ける種が卓越していること、人間活動の影響が強いことなどに起因します。熱波の規模は様々ですが、その

影響は多様な生物種に対して概ね、負の影響をもたらします。 
近年、海洋の生態系は過剰な漁業活動や海洋酸性化、プラスチック汚染といった様々な問題に直面し

ています。それらと比較しても、熱波の影響は短期間で顕在化するとともに、生物の生息場の消失や種の絶

滅、漁業の減退、食物網の変化など、極めて大きな変化をもたらします。さらに、人為起源の CO2 に起因

する気候変動はこれからの数十年で、熱波の強化および頻発化に寄与すると考えられています。すなわ

ち、熱波によって海洋生態系の崩壊が生じるかもしれません。それらは、生態系サービスといった我々人類

へ生態系から提供される利益を低下させることにもつながりかねません。 
 

 本研究は、電子ジャーナル「Nature Climate Change」に、 2019 年 3 月 5 日付けで先行公開されま

した。 

 

 研究の背景  

熱波とは極端な高温状態が生じた環境を意味し、陸上だけでなく海洋においてもしばしば発生します。過去 30 年

(1987～2016)における熱波の頻度は 1925～1954 年の期間よりも 54%も増加したとされており、気候変動の影響

が懸念されています。熱波は様々な生物種やそれらが作り出す生態系に劇的な変化をもたらすとされていますが、

その影響に対する知見は多くありません。 
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 研究内容と成果  

筑波大学下田臨海実験センターを含む 7 カ国 19 組織からなる国際研究グループは、世界各地の熱波の規模

や影響について、主に既存の学術報告を基に、合同で同一の手法を用いて定量的な調査検討を行いました。その

結果、生物や生態系の変化だけでなく、社会経済や政策決定にまで熱波が大きな影響を及ぼす可能性があること

を示しました。また、その影響を地域的に解析したところ、太平洋、大西洋、インド洋の生態系が、熱波に対してより

脆弱であることも明らかとなりました。これは、種の多様性や、生息可能水温の限界点、その他の人間活動などの影

響を受けた結果と考えられています。さらに、様々な生物の生息する異なる生態系で解析を行った際にも、熱波の

影響は同様に負の影響をもたらすことが明らかとなりました。 
近年の人間活動の活発化は、熱波の強化と頻発化を招くと考えられています。それによって、生物の大量斃死

や種構成の入れ替わり、生態系全体の変化などが懸念されます。この影響は短期間で起こり、かつ生態系を劇的

に変化させるものです。海洋生態系は近年、過剰な漁業や海洋酸性化、プラスチック汚染といった様々な問題に

直面していますが、熱波の影響の即時性と影響の大きさを考慮すると、大きな懸念事項になるといえるでしょう。陸

上の熱波ではすでに、作物や森林、動物群集が根底から覆るほどの変化を見せると予測されていますが、海洋の

熱波に関しても、海洋生態系の崩壊を引き起こす可能性があると言えます。 
 

 今後の展開  
筑波大学下田臨海実験センターの研究グループは、今後とも、国際的な共同研究を通して、生態系の変化が引

き起こされるメカニズムの解析や、熱波が人間社会に及ぼす影響の評価を明らかにする予定です。 
 

 参考図  
 

図：1925～1954 年と比較した際の 1987～2016 年における年間の熱波の発生日数の増加 

図は 1°四方ごとのデータを示す。（本研究論文の図を改変）。カラーバーは 1987-2016 年における熱波発生

の増加日数を示し、濃い赤色ほど増加日数が多いことを示す。 
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